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市制施行50周年

高
萩
市
制
施
行
五
○
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
一
一
月
九
日
㈹

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
会
場
と
な
っ
た
文
化
会
館
に
は
七
○
○
人

を
超
え
る
み
な
さ
ん
が
出
席
し
、
新
た
な
市
政
発
展
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

。〆

式辞を述べる岩倉市長

式
典
の
中
で
岩
倉
市
長
は
「
幾

多
の
困
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、

英
知
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
今
日
の

発
展
を
築
い
た
多
く
の
先
人
の
姿

が
思
い
浮
か
び
ま
す
．
我
々
は
こ

の
五
○
年
を
、
過
去
を
顧
み
る
だ

け
で
は
な
く
、
先
人
の
歩
み
を
生

か
し
、
大
き
く
輝
く
未
来
に
向
か
っ

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
飛

躍
の
糧
に
す
る
こ
と
で
す
」
と
感

謝
の
気
持
ち
と
、
決
意
を
新
た
に

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
．

続
い
て
、
各
分
野
で
市
政
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
一
八
五
人
の

方
と
、
九
○
団
体
に
功
労
者
表
彰

及
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
、
友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県

飯
能
市
か
ら
は
沢
辺
瀞
壱
市
長
を

迎
え
、
両
市
の
防
災
意
識
の
向
上

と
、
さ
ら
な
る
親
交
を
期
し
て

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
書
」
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
高
萩
大
和
太

鼓
と
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
の
ほ

か
、
飯
能
市
在
住
の
高
橋
夫
妻
に

そ
う

よ
る
。
絃
琴
と
箏
」
の
記
念
演

奏
や
松
ヶ
丘
保
育
園
児
に
よ
る
日

本
太
鼓
の
演
奏
、
コ
ー
ル
・
パ
プ

リ
カ
帝
民
合
唱
団
）
に
よ
る
「
高

萩
市
民
の
歌
」
が
行
わ
れ
、
式
典

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
．

ｰ

大和田学さん

鵠
高萩大和太鼓の演奏

:‘

一読

鍼

》

抵

瑚

尋

瞳
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功労表彰・感謝状おめでとうございますノ

I
■
地
方
自
治
一
五
八
名
一

大
久
保
清
渡
辺
賢
太
郎
本
多

祐
治
根
本
栄
飯
田
邦
昭
篠

原
新
一
郎
寺
岡
七
郎
矢
代
洋

三
平
正
三
舟
生
佳
紀
作
山

里
美
鈴
木
修
二
鈴
木
英
樹

中
井
信
行
樫
村
幸
一
鈴
木
康

夫
沼
野
新
弥
鈴
木
本
成
和

田
和
吉
川
多
喜
子
大
部
勝
央

中
井
盛
雄
大
越
隆
金
澤
和
夫

沼
田
榮
梅
原
友
壽
石
井
満

棚
谷
寛
石
安
太
郎
廣
木
浩
二

村
岡
通
男
鳥
居
塚
章
井
坂
善

行
鈴
木
次
男
茂
又
新
平
川

上
淳
石
井
四
郎
佐
藤
敏
雄

佐
川
保
鈴
木
清
佐
川
順
一
郎

宇
佐
美
忠
佐
川
元
池
田
美
義

小
野
務
大
須
賀
幸
男
岡
部
渭

菊
地
佳
夫
小
泉
幸
一
郎
佐
川

健
一
下
山
田
季
雄
助
友
和
次

鈴
木
忍
高
橋
善
二
郎
野
木
都

吉
深
谷
保
男
松
本
三
郎
弓

野
勝
男

受賞者代表謝辞
棚谷寛さん (秋山）

■
民
生
・
衛
生
一
三
八
名
）

樫
村
甫
石
井
正
子
時
崎
一

関
根
利
雄
柴
田
カ
ッ
エ
鈴
木

冨
子
有
賀
多
喜
子
國
井
キ
ヌ

エ
柴
田
菫
田
村
キ
ョ
ノ
小

林
静
江
浦
丼
利
雄
渡
辺
久

大
高
進
大
部
満
穂
矢
代
利
男

川
松
愛
子
大
平
喜
美
子
田
崎

貞
子
藤
井
正
椎
名
修
蛭
田

洋
伸
根
本
忠
男
今
川
清
矢

代
セ
ツ
子
沼
倉
倉
之
助
郡
司

寅
松
長
谷
川
賢
次
沼
田
う
た

子
佐
野
徹
夫
大
部
昭
子
柴

田
日
出
子
柴
田
ほ
つ
み
田
村

き
く
江
遠
藤
光
洋
秋
山
弘
一

佐
藤
孝
守
大
平
節
子

ー

■
教
育
・
文
化
・
体
育
一
四
七
名
一

石
邦
輔
宍
戸
昭
夫
内
田
さ
く

立
花
隆
成
諸
原
英
雄
石
百
合

子
永
山
捷
平
滝
宗
章
内
田

雄
啓
若
松
健
一
平
澤
ア
ヤ

山
崎
雅
美
菊
池
靖
彦
鈴
木
美

佐
子
沼
田
和
教
大
高
諒
深

谷
明
子
橋
本
登
子
福
田
功
嗣

小
豆
畑
馨
飯
田
英
二
瀬
谷
義

■
産
業
振
興
三
二
名
｝

黒
澤
正
明
塚
本
宗
三
郎
大
部

昭
雄
武
藤
忠
夫
大
部
良
雄

田
村
實
藤
田
正
夫
今
橋
三
郎

緑
川
省
三
石
川
武
信
櫻
井
敏

中
村
由
雄
小
野
悦
男
越
智
忠

三
鈴
木
利
男
佐
川
守
利
鈴

木
栄
次
郎
鴨
志
田
政
男
佐
川

光
男
藤
井
勇
一
星
勝
英
弓

野
吉
巳

彦
志
田
諄
一
江
尻
光
昭
八

巻
恒
男
作
山
壽
男
佐
藤
元
朝

大
部
享
克
鈴
木
榮
柴
田
香

沼
野
辰
三
鈴
木
朝
夫
根
本
昇

松
本
基
齋
藤
榮
治
佐
原
美
知

子
柴
田
昌
良
豊
田
守
大
部

保
子
菊
地
啓
正
大
内
喜
代
司

山
口
猛
細
金
州
子
鈴
木
美
子

野
木
桂
子
中
村
五
郎
小
田
木

貞
夫

■
交
通
・
消
防
・
防
災

二
○
名
・
二
｜
団
体
）

斉
藤
光
則
棚
谷
博
照
山
昭
一

臼
井
進
大
越
猛
齋
藤
勝
美

和
田
ヤ
ス
子
工
藤
君
江
照
井

京
子
穂
積
政
次
消
防
団
第
一

分
団
消
防
団
第
二
分
団
消
防

ｰ

高
萩
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
高
萩
市
遺
族
会
高
萩
市
傷

瘻
軍
人
会
高
萩
市
母
子
寡
婦
福

祉
会
高
萩
市
身
体
障
害
者
福
祉

協
議
会
高
萩
市
視
覚
障
害
者
福

祉
協
議
会
高
萩
市
心
身
障
害
児

者
父
母
の
会
高
萩
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
た
か
は
ぎ
食
事
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
た
か
は
ぎ
読
み

間
か
せ
グ
ル
ー
プ
た
か
は
ぎ
点

訳
友
の
会
高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル

■
地
方
自
治
（
七
名
｝

金
澤
典
胤
今
川
敏
宏
吉
川
道

隆
横
山
正
勝
菊
地
正
芳
佐

川
廣
美
鈴
木
一
央

団
第
三
分
団
消
防
団
第
四
分
団

消
防
団
第
五
分
団
消
防
団
第
六

分
団
消
防
団
第
七
分
団
消
防

団
第
八
分
団
消
防
団
第
九
分
団

消
防
団
第
一
○
分
団
消
防
団
第

二
分
団
消
防
団
第
一
二
分
団

消
防
団
第
一
三
分
団
消
防
団
第

一
四
分
団
消
防
団
第
一
五
分
団

消
防
団
第
一
六
分
団
消
防
団
第

一
七
分
団
消
防
団
第
一
八
分
団

消
防
団
第
一
九
分
団
消
防
団
第

二
○
分
団
消
防
団
第
一
二
分
団

■
民
生
・
衛
生
三
名
・
二
七
団
体
一

3



おめでとうございますノ 功労表彰・感謝状

高
萩
市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協

議
会
高
萩
・
十
王
オ
パ
ー
ル
会

高
萩
は
ま
な
す
生
活
学
校
高
萩

市
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
高
萩
市
文
化
交
流
会
高
萩

献
血
連
合
会
高
萩
市
カ
ラ
オ
ケ

望
み
会
大
和
田
康
夫
石
井
完

治
医
療
法
人
博
順
会
高
萩
ク
リ

ニ
ヅ
ク
医
療
法
人
愛
正
会
や
す

ら
ぎ
の
丘
温
泉
病
院
医
療
法
人

そ
れ
い
ゆ
会
高
萩
そ
れ
い
ゆ
病
院

茨
城
県
厚
生
連
高
萩
協
同
病
院

医
療
法
人
た
ば
た
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
立
労
組
日
立
支
部
高
萩
通
勤
会

高
萩
さ
く
ら
と
み
ど
り
の
会
高

齢
者
ク
ラ
ブ
小
島
む
つ
み
会
菊

池
勝
夫
・
愛
子
夫
妻

毅 篭鋤

琴ノ
一

郭
Ⅷ
“
酔

燕

髪懸録 鰺…

嬢
電
篁
一
一

渥歳屋､昌癖…副|議彊
岬

■
教
育
・
文
化
・
体
育
（
六
団
体
一

高
萩
市
体
育
協
会
高
萩
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本
部
高
萩
市
体
育
指

導
委
員
協
議
会
高
萩
市
文
化
協

会
高
萩
市
民
吹
奏
楽
団
市
民

合
唱
団
コ
ー
ル
・
パ
プ
リ
カ

■
産
業
振
魎
全
六
団
体
）

高
萩
市
観
光
協
会
松
久
保
及
び

手
綱
工
業
団
地
経
営
者
協
会
高

萩
ス
タ
ン
。
フ
会
高
萩
た
ば
こ
販

売
協
同
組
合
茨
城
ひ
た
ち
農
業

協
同
組
合
高
萩
地
区
女
性
部
高

萩
市
有
害
鳥
獣
駆
除
隊

《

》

ー

国コール･パプリカによる噴萩市民の歌｣民合唱市

■
公
共
的
活
動
・
ま
ち
づ
く
り

二
八
団
体
）

高
萩
市
国
際
交
流
協
会
高
萩
市

青
少
年
相
談
員
協
議
会
高
萩
市

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
高
萩
市

高
校
生
会
ふ
れ
っ
し
ゅ
・
た
か

は
ぎ
下
君
田
さ
さ
ら
保
存
会

丹
生
さ
さ
ら
保
存
会
高
萩
建
設

協
会
茨
城
県
建
築
士
会
高
萩
支

部
高
萩
市
指
定
管
工
事
協
同
組

合
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
社
団

法
人
高
萩
青
年
会
議
所
高
萩
大

和
太
鼓
高
萩
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ク

ラ
ブ
唐
檜
会
夢
蒼
塾
松
岩

寺
の
山
桜
を
観
る
会

■
交
通
・
消
防
・
防
災二
二
団
体
）

高
萩
市
民
間
交
通
指
導
隊
高
萩

地
区
交
通
安
全
協
会
高
萩
支
部

高
萩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
高
萩
支
部
高
萩
地
区
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会
高
萩
市
防
犯

連
絡
員
協
議
会
向
洋
台
団
地
自

主
防
災
会
横
川
婦
人
消
防
ク
ラ

ブ
下
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

上
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
若
栗

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
中
戸
川
婦
人

消
防
ク
ラ
ブ
大
能
婦
人
消
防
ク

ラ
ブ

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

’
ー

大久保重美さん(下手綱） 工芸美術

圃

患
鴬
凝
碑
誉
瀧
失
鶇
＃
書聿冒

第
三
六
回
「
日
展
」
入
選

トー…

灘
ゲ
２

入
選
「
幻
」日

展
初
入
選
と
な
る
佐
川

さ
ん
の
作
品
「
徐
凝
詩
」
は
、

秋
の
月
夜
に
包
ま
れ
た
中
国

の
雄
大
な
自
然
を
詠
ん
だ
漢

詩
で
、
二
十
文
字
に
そ
の
世

界
を
表
現
し
て
い
ま
す
．

入
選
「
徐
凝
詩
」

艤鋼繍騨繩繍職蕊翻燃騒頚撫撫蕊難繊蕊通り

４
回
目
の
入
選
と
な
っ
た

今
回
の
作
品
は
、
源
氏
物
語

の
一
場
面
を
テ
ー
マ
に
し
た

と
い
う
「
幻
」
．
雅
の
世
界

を
ガ
ラ
ス
と
金
属
で
表
現
し

て
い
ま
す
。

ほうしょう

佐川峰章さん(高萩）
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三
昭和29年に水戸鉄道管理局に入り、以

来33年間にわたり国鉄（現JR)職員と

して活躍されました。 この間、水戸機関

区や勝田電車区の助役、水戸局の主席助

役に就かれるなど長く管理職歴に従事し、

常に安全な輸送業務に精励され、現場の

管理者として業務の近代化や合理化にも

努めるなど多大な貢献をされました。

【喜びの声】 この受章に驚くとともに恐

縮しています。多くの人にお世話になり

お礼をいいたい。受章が後輩たちの励み

になってくれればと願っています。

渡
辺
賢
太
郎
さ
ん

秘
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
上
手
綱

椎名正人さん

（島名）

購瑞宝単光章
昭和50年以来、市議会議員を7期にわ

たり務められ、 この間、総務・経済・建

設の各常任委員会委員長副議長及び各

種事務組合議員を歴任。現在、議長とし

て市議会の円滑な運営に努め、地方自治

の進展と市政の発展向上に尽力されてい

ます。また、市の農業委員会委員や消防

団分団長として農業の活性化や地域消防

にも多大な貢献をされました。

【喜びの声】立派な章をいただき大変光

栄に感じております。受章は私を支えて

くれた市民のみなさん、家族のおかげと

感謝しています。 これからも市民の目線

に立った活動を心がけていきます。

昭和40年、高萩市消防本部(署)に消防

士として入り、以来35年間の永きにわたり

消防職務に精励されました。この間、広域

化により発足した高萩市・十王町事務組合

消防本部からは消防司令に就き、次席、

中隊長などを歴任。職員の模範として行動

するとともに、市の消防業務発足当初から

組織化･機械化に多大な貢献をされました。

【喜びの声】この受賞は長年私を支えてく

ださった職場のみなさんや家族の協力によ

るものと感謝しています。消防関係のみな

さんの今後のご活躍をお祈り申し上げます。

蕊 ー

鈴木正勝さん

(安良川）

灘めでとうございま
繊雛

隣翻…蝋鍵
御『

I第54回茨城県社会福祉大会で表彰 高萩市商工会が永年勤続者・優良従業員を表彰
’

1 1月5日 （金） 月乃家

を会場とした表彰式では、

関係者が出席するなか、

勤続5年から35年までの

65名のみなさんが受賞さ

れました。

似表彰を受ける小泉紀美江

■県知事表彰関山英子（高浜町)、宇佐美威（秋山)、

渡辺守衛（下手綱)、沼田冨實穂（上君田）以上民生

委員･児童委員。森山仁子（日立市：同仁東保育園総

括主任)、川口啓予（日立市：臨海学園主任保育士）

■県共同募金会長表彰（長年共同募金運動奉仕団体）

JA茨城ひたち高萩地区女性部（代表宮田たかよ)、

高萩・十王オパール会（代表小川てる）

■県社会福祉協議会長表彰柴田榮(東ﾎ町)、飯塚節子

（有明11)､鈴木清乃(釉山)､圷てい(下手綱)、岡野道子(上手綱)、

岩間栄雄(上手綱)以上民生委員・児童委員｡鈴木清(下手綱：

社会剛艤会騨)､渡辺キヨ子(剛山'同総員)､佐藤孝守(石胤:同)、

皆川悦子(減:高辮育所長)､秋山正子(高測1 :聖鮒育園長）

■県社会福祉協議会長感謝（市善意銀行に寄附）

鈴木周平(ﾎ戸市）

■永年勤続35年（茨城県商工労働部長賞）

小泉紀美江（亀山運送(有)勤務）

■永年勤続30年（茨城県商工労働部長賞）

児玉章(KDDI (株)茨城衛星通信センター勤務）

■勤続25年（高萩市長賞）

大串作衛（鈴木建築勤務)、鈴木幸男（㈲東タクシー勤務）

仲田芳晴（㈱根本製作所勤務)、大高伸二郎（日興建設㈱勤務）

稲川幸子（日興建設㈱勤務)、小野恵一（日興建設㈱勤務）

ー

｢税に関する中学生の標語」入賞者

’下水道促進週間コンクール(組合選考)の入賞者
■関東信越国税局長賞［優秀］小関めぐみ（高榊3年）

（作品） 「税を知り税を活かして明るい未来」

■高萩市長賞布川舞（綱中1年）

（作品） 「考がえて日本の未来税のこと」

■日立税務署長賞［優秀］阿部牧人（訓中3年）

（作品） 「育もう大きな未来その税で」

■日立税務署長賞［佳作］橋本泰典(MII中3年）

■日立税務署管内租嘩砺礁進協議会長賞 かなえ
鈴木茂徳(剛山中3年)､生天目唯(綱中1年)､鈴木希恵(綱中2年）

■日立税務署管内国税モニター賞玉木絵梨香(郡中3年）

ポスターの部［最優秀]｜和賀美沙紀（高萩中1年）

［最優秀］永村真也（高萩中1年）

書道の部［最優秀］飛田夏希（高萩中1年）

標語の部［優秀］谷昇（安良川）

（作品） 「環境を守る担い手下水道」
ゆとうかな

新聞の部[最優秀］場藍嘩邸(高萩小4年）
［優秀］後藤美桜（高萩小4年）
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経費節減と環境保護
平成15年度中に北部衛生センターに集められたごみ(十王町含む)は、

15, 657トンで、 このうち約8, 800トンが可燃ごみです。そしてこの可燃

ごみを、 日立市及び民間業者に焼却を委託する費用が年間で約2億4000

万円かかっています。もし、紙類を分別することで可燃ごみを4分の1

減らすことができれば、高萩市分でも4, 000万円以上の経費節減につな

がります。また、資源として収入になることで一石二烏の効果が望めま

すし、みなさんが直接負担するごみ袋購入費なども節減されます。下の

表のとおり、できる限り紙を分別して資源物に出すようお願いいたしま

す。環境のためにも再資源化にご協力ください。

混ぜないで（草と側溝泥）
地域での清掃によって出た草・側溝泥は生活環境課で回収しています

が、草と泥を一緒の袋に入れないように区分してください。なお、草は

「
ご
み
有
料
化
」
か
ら
一
一
年
、
「
再
生
資
源
の
分

別
及
び
出
し
方
一
部
変
更
」
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま

し
た
．
そ
う
し
た
中
で
、
特
に
燃
え
る
ご
み
に
含
ま

れ
、
資
源
に
分
別
さ
れ
ず
に
焼
却
さ
れ
る
紙
類
が
ま

だ
ま
だ
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
．

紙
類
可
燃
ご
み
を
》

資
源
に
！
隼

リサイクル処理しますので、土をよく払い落としてください
麺3-7031

紙類の出し方(分類表）
紙箱･紙袋対象物

ダンボール

新聞紙・折込みチラシ

留 意 事 項

プははがす。厚紙は雑誌類

こよるきばみや相当古い場合は雑誌類へ

区分

ダンボール

新聞

り.ムテ

零
選
揺
騨

太陽光線による

雑誌類 雑誌・本

コピー用紙

パンフレット ・カタログ

ポスター・カレンダー

紙ファイル・封筒

包装紙

タバコの空箱

名刺・わら紙・厚紙

その他の小破紙

クリップ類、 ファイルの金具・綴りヒモは除く

表紙が布・皮・ビニールで保護されている部分は取り除く

カレンダーの上部金具は取り外す

感光紙は可燃ごみへ

再生紙、ホチキス針付、のり付きでもそのまま出せます

ビニール製の住所枠がある封筒は、そのままで出せます

枚数の多いポスターなどは、丸めたまま出せます

タバコの箱は、中の銀紙と表面のビニールを除いたうえ広

げる。シール台紙(残り紙)は可燃ごみへ

ー

※タバコの空箱や名刺などの小破紙は､｢紙袋」 「透明・半透明袋｣に入れて排出してもかまいません。

※排出するときはある程度の大きさにそろえて､すずらんテープなどのヒモで十字に結んでください。

霧配偶者特別控除が変わりまし”平成16年分申告から

ウィザス高等学校

着々と開校準備
10月25日（月）設置認可

教育特区の認定を受け、市内赤

浜地区に校舎を建設中の通信制高

等学校「ウィザス高等学校」が、

来年4月の開校に向け準備をすす

めています。NPO法人「里山文

化ネットワーク」等との連携によ

る農・林業体験、施設訪問、清掃

活動などの「ボランティア・体験

学習」が授業に取り入れられてい

ます。

●現地事務所冠22－3650

建設中の校舎

前年の合計所得金額が38万円(給与収入103万円)以下の配偶者がいる

場合、 「配偶者控除」とは別に受けられていた「配偶者特別控除」が、

平成16年分から廃止されました。'一

平成15年分まで l 16-15年平成16年分から配偶者の年間

収入(パートな

どの給与収入）

配偶者

控除豊漉
控除額

合計

配偶者

控除

額
計
除控
合

配偶者

特別控除
控除差額

1 j, .茸

1 ．
，# h

1 帥 咄叩
70万円未満 )8万円 ’ '76万円1-38万円

一品TL

lrf 可 ］きい

7()万円以上

75万円未満
33万円 71万円 -33万円

」
宅
い
鍔
一
”
帆

垂

刷

Ｆｒ

１

１

匡
瑠
乢
搾
脹
訓
鋸
角
一
壼

王
’
比
衲
Ｊ
ｎ
』
理
”
ｆ

75万円以上

80万円未満
28万円 66万円 -28万円

80万円以上

85万円未満
廃 -23万円23万円 61万円

｢ &

85万円以上

90万円未満
38万円()円 38万円‘

：

、 ‘‘ ｡ : ：

‘ ( ' 1剛 』 ‘, ､,‘

18万円 56万円 -18万円38万円

|5｣万円90万円以上
1

95万円未満
止 -13万円13万円

95万円以上

10()万円未満
46万円 －8万円8万円

ロ 冊凸凹 肌

100万円以上

103万円未満

咄

、

龍

や

犀

；

い

、

、

評

｝

ゴ

ー

蝋

識

一
鄙
。
〆
ざ
融
孔
雷l1

－3万円3万円 41万円
’

Q巴｣'38万円 0円103万円
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蝋暇 』

鐙
郵便局からのお願い
高萩郵便局窓22-2001

犬害防止にご協力ください

犬が放し飼いされていたり、郵便受箱近く

につながれていたりして、郵便が配達できな

い場合があります。年末年始はアルバイト職

員が配達業務に加わりますので、大きな事故

になりかねません。鎖などで確実につなぐな

どご協力をお願いします。

郵便受箱設置と表札

表札がなかったり、転居届けが出されてい

ないなどの事情で、郵便物を差出人にお返し

しなければならない事例が発生しています。

心のこもった年賀状を受け取る季節を迎え、

この機会にぜひ、郵便受箱と氏名が確認でき

る表札についてご協力をお願いいたします。

郵便局にも転居届けを

引越しする場合は郵便局にも転居届けを出

してください。 1年間は無料転送いたします。

また、例年1月2日は年賀状の配達業務を休

んでいましたが、来年は配達いたします。

幻篭
羅。
蝿箪員

｢茨城県弘道館アカ

デミー賞」を受賞
壱
四
農
雪

量
華
牧
牢
忍
澤
周
皇
鳥
か
函
驚
琶
罫

患
噌
鰭
哩
零
畠
暫
籍
亀
曹
亀
曹
『
曝
農
看

雪
慰
溌
亀
野
、
紗
越
辱
、
紗
電

大森真佐子さん

(下手綱）今

静

噛

国

手

言

毒

尹

一

壱

學

饒晶

晨
蕃
鯖
塁
雪
蝋
呼
鰯
曇
奪

匂
蝿
紗
蕊
縛
蝿
沙
唾

茨城県が実施する講座、研修会、 イベントなどを「茨城県

弘道館アカデミー講座」と呼んでいます。また、弘道館アカ

デミー賞とは、同講座や連携講座で所定の単位を修得したり、

社会貢献が認められる人に授与されるものです。

大森さんは昭和57年の第1回茨城県「婦人のつばさ」で6

カ国を視察し、その成果を生かして『茨城アジア教育基金」

を支える会を設立するとともに、各種学校で学んだ洋裁など

の技能を生かして国際協力活動をすすめています。長年地域

社会に貢献していると認められ、同賞の中の最高賞ともいえ

る弘道館賞(2名該当)を受賞したものです。 11月2日(火) 、

県庁で学長の橋本茨城県知事から授与されました。 （写真上）

富

段
嘩
演
置

撚
靭
諺
鼻
喜

ぶ
蝿
，
〃
毛

奄
翠
嘗
婁
嘗
塞
竜
骨
噛
劃
署
農
￥
脅
・
雷
電
恩
嗜
星
罰
罫
導
皇
電
農
壹
』
皇
署
駕
篭
書
言
鼻
陰
琴
篝
曽
震
蔑
ゞ
鍵
塔
夢
董
恐
翰
謬
憩
照
も
量
藍
個
要

畠
も
挫
零
鼻
駕
錐
嘩
鼻
迩

＄
尋
鳶
§
岳
澤
巖
曹

毎
脅
恩
導
召
弓
閥
亀
室
笥
『
優
冨
暮
噌
認
著
韻
曾
、
農
闇
番
篭
農
署
噸
鳴
含
芭
制
電
畠
曽
“

偽
習
溌
鳥
聯
鰐
噂
拳
毒
帯
繍
轡
蕾
傷
瀞
心
曹
雲
桑
曹
唾
曾
露
農
聯
墨
嘗
霧
魚
響
曇
誉
録
蝋
禰
念
誉
雛
贈
諺
畠
専
瀞
除
曹
侭
曾
轆
息
電
醗
嘩
総
趣
号
島
噌
舗
畠
冒
患
嘩
嘩
邑
管
鼠
卿
琴
畠
腎
織
り
鑑
勘
穆
凧
葡
塞
騒
尊
偽
曜
診
愈
轡
鯛
吋
参
爆
耐
燃
石
鯵
俄
噌
患
署
霧
尉
噺
６
画
篠
脳
呼
豊
可
嚇
鳥
習
昼
＄
嚇
爵
噌
農
葡
繍
曲
専
塊
＃
聯
§
夢
侭

鋪
溌
篭
噸
緤
冤
，
噸
騨
驚
く
沙
蝋
型
か
蝋
昌
紗
蝋
爵
論
蝋
墨
溌
蝋
遭
紗
魂
還
修
噌
慮
紗
廼
蝋
，
電
剣
陽
吾
母
傷
く
愚
シ
電
製
診
屯
噸
緯
冤
盤
捗
蝿
饗
診
蝿
蔓
，
驚
く
紗
蝿
罰
鰄
蝿
忍
膨
側
爵
溌
剰
偲
絵
曙
綴

ー

東京国際女子マラソンに出場

11月21日（日）

こどもの広場に新しい遊具
国井秀子さん(高萩）（財)日本宝くじ協会から寄贈された新し

い遊具が、市内にある次の｢こどもの広場｣に

設置されました。 社会福祉課公23-7030

！

この大会への参加資格は、大会前2年以内にフルマラソン

を3時間30分以内で完走していることです。国井さんは8年

前、夫の安男さんが出場した勝田マラソンで、参加者の走る

姿に感動したことで走り始めました。 こつこつと走って少し

づつスピードをつけ、今年2月に行われた勝田マラソンを3

時間26分で走り、出場資格を得ていました。

今回が自身7回目のフルマラソンという国井さんは、 自己

ベストには及ばなかったものの見事に完走しました。

「ここまでこれたのも､勤め先の滝川医院のみなさんや家

族の理解と応援があったからと感謝しています。 これからも

初心を忘れずに､"楽しく走り続けます」と話していました。

ー

マ テ ラ ス

ATERAS展
ァ
州 (写真展)入選罵烹

勇次(赤浜)さん
“マイバック〃推進運動

コンテストの表彰式
小野勇

小野さんのこの写真展への入選は連続7回

目になります。受賞作品は①「晩秋の観音沼」

と自宅の庭で撮影した②「只今食事中」 （写

真)の2点です。 11月14日（日）

霊景燕蒙

スーパーなどで買い物をするときに、 レジ袋を使わず、な

るべく持参した買い物袋を使うようにする運動をすすめてい

るマイバック推奨推進ネットワークは、消費生活ボランティ

アグループ「ふれっしゆ・たかはぎ」の呼びかけで昨年11月

に発足しました。 目的は大量に使われているレジ袋分のごみ
ー

減量と二酸化炭素の排出削減。

今回、産業祭が行われている中央公民館の会場で、マイバッ

クコンテストの表彰式を行いました。

撫“

熱

謹鰐燕輌認 豊

亀

ノ 蕊‘

7

駒木原第1こどもの広場

上野団地こどもの広場

千代田こどもの広場

関口こどもの広場

下組こどもの広場

若栗こどもの広場

赤浜青少年広場

ロッキンパッピー

ラダー

ロッキンパッピ一

高速安全すべり台

高速安全すべり台

高速安全すべり台

ブランコ

ロッキンパッピ－

高速安全すべり台



驚
篭
學
瀞
勢

行政二司一ス

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
火
災
発
生
が
多
く

な
る
季
節
を
前
に
、
磯
野
麻
美
さ
ん
〈
島
名
）

を
一
日
消
防
長
に
迎
え
、
秋
季
火
災
予
防
運

動
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
．
施
設
の
立
ち
入

り
検
査
や
防
火
パ
レ
ー
ド
、
街
頭
活
動
な
ど

で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

－日消防長を迎え火災予防運動

11月10日(水）

神
代
実
さ
ん

諏
峰
一
語
封
（
上
手
綱
）

市
内
の
農
作
業
受
託
な
ど
で
知
ら
れ

る
ヨ
有
）
コ
ス
モ
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
』

に
所
属
す
る
神
代
実
さ
ん
。
「
今
は
大

豆
や
そ
ば
の
収
穫
時
期
な
の
で
、
私
も

機
械
も
フ
ル
稼
働
な
ん
で
す
」
と
、
こ

の
日
も
コ
ン
バ
イ
ン
を
駆
っ
て
大
豆
の

刈
取
り
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
バ
イ
ン
や
田
植
え
機
な
ど
の
操

縦
の
ほ
か
に
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

の
農
薬
散
布
な
ど
農
作
業
受
託
が
中
心

で
す
が
、
依
頼
を
受
け
て
農
機
具
の
メ

茨
城
県
内
で
一
斉
に
開
催
さ
れ
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
大
会
で
、
高
萩
市
で
の
会
場
は
森
林
公
園

か
ら
穂
積
家
住
宅
ま
で
の
周
回
コ
ー
ス
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
八
六
名
の
み
な
さ
ん

が
参
加
し
、
四
・
五
ｍ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

拷
怜 いばらきヘルスロード全県一斉

ウオーキング大会 11月7日(日）
コゴ

ン
テ
ナ
ン
ス
も
請
け
負
い
ま
す
。
こ
の

仕
事
に
就
い
て
５
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

以
前
は
農
業
と
は
全
く
関
係
の
無
い
印

刷
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

実
さ
ん
は
千
葉
県
佐
原
市
の
出
身
で
、

結
婚
を
機
に
奥
さ
ん
の
実
家
の
あ
る
高

萩
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め

て
農
業
を
志
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
収
穫
の
喜
び
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、

何
よ
り
も
充
実
感
が
あ
る
の
で
、
今
の

仕
事
に
は
満
足
し
て
い
ま
す
・
機
械
操

作
も
好
き
な
の
で
楽
し
い
で
す
」
と
農

業
従
事
者
と
し
て
の
喜
び
を
明
る
く
話

し
て
い
ま
す
。
：
之
蝉
＆
殿
唖
侭
ゞ

市
民
体
育
館
・
中
央
公
民
館
周
辺
を
中
心
に
、

農
林
・
畜
産
物
や
商
工
業
製
品
の
展
示
即
売
や

食
事
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
今
年
は
茨
城
県
譽
に
よ
る
白
バ
イ
の

展
示
や
特
別
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ト
リ
ー
ト
サ
ー
カ

ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第25回高萩市産業祭

11月13日(土） 14(日）

‐

勇
一
寺騨篝蕊鑿講蕃鍵

菱

難鍵譲鐸
弓 毒

垣
裳
一

一
壷
一
一

蕊蕊
譲

垂

鍵談?漉篭
鄭

葱鍛灘晶蕊諏羅鱸 溌溌認軽癩 ＝ZL訂■ 唱詐堀溌遥
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丑23－7174

［開館時間］
9:30～17:50

コッペ平沢クラフト展と手島圭三郎版画展

コッペ平沢氏のペーパークラフトなどの作品展と作者に

よるクラフト教室、手島圭三郎氏の版画展及びその絵本の

読み間かせ会を開催します。

|図書館ガイド
子ども映画会’ 1月8日(土) 14:30~

「＜まのおいしゃさん」

「おにのたいこ」

おりがみ教室’ 12月18日(土） 14:30～

「サンタクロース」 「ほし」

「ゆきうさぎ」「きょうかい」

おはなし会’ 12月25日(土) 14:30~

絵本 クリスマスのつぼ

紙芝居ふしぎな山のおじいさん

ﾈﾙｼｱﾀｰマッチ売りの少女

口場所 図書館第2会議室

口日時

①コッペ平沢氏作品展及び手島圭三郎氏版画展

12月1 日（水）から12日（日）の午前9時30分から午後5時

50分まで

②コッペ平沢氏によるクラフト教室

12月4日(土)午後2時30分から3時30分まで

③版画絵本の読み間かせ会

12月5日旧） ・ 1 1日(土)午後2時30分から3時30分まで

◆クリスマスに読んでみたい本◆

①スノーマン ﾚｲﾓﾝﾄﾞ ﾌﾞ ﾘｯｸﾞｽ著

②クリスマスのまえのばん ｸﾚﾒﾝﾄﾞｸﾗｰｸ・ムア著

③クリスマスソングブック 児島なおみ著

④さむがりやのサンタ ﾚｲﾓﾝﾄﾞ 、ブリ､ｿｸﾞｽ著

⑤大きいツリー小さいツリー ﾛﾊﾞｰﾄﾞﾊﾞ ﾘｰ著

⑥ぴちぴちカイサとクリスマスのひみつ ﾘﾝﾄｸﾞﾚｰﾆ著

⑦クリスマスのおくりもの シ． ヨン･ﾊﾞｰﾆﾝｶﾞﾑ著

⑧クリスマスキャロル ﾁｬｰﾙｽﾞ ･ﾃﾞｨｹﾝｽﾞ著

⑨ぐるみわり人形とねずみの王さま E･T･Aﾎﾌﾏﾝ著

⑩ぐりとく、らのおきやくさま 中川李枝子著

図書の検索は図書館ホームページでご

アドレスhttp://www. jsdi .or. jp/~taka-1ib/

図書館カレンダー●は休館日 ー

日月火水木金土

1 2 34

12 5@789 10 11

月 |捌脇MM
26⑳⑳⑳⑳⑳

日月火水木金土

⑪
1②
9

月 16
23

30

財政課または現地説明する際に交付します。電話．E

メール等での請求による配布もいたします。

し申込について

い申込み受付開始初日の午前9時の時点で複数の申込者

がある場合は、当日に抽選をします。

惨問合せ財政課管財係盆23－21 13

(Eメール)soumu@city.takahagi.ibaraki .lp

（ホームページ)http://www.city.takahagi.ibaraki.jp

市有地を売却します
小規模で今後とも公共事業などへの供用計画のない市

有地について個人を対象に先言順にて売却します~･ :￥

し所在地等

影
ー

少申込

1月

午前

し現地

12月

午前

地則
牛編
修

み受付期間

11日(火)～3月11日(金） （土日祝日を除く）の

9時～午後5時まで(申込があった時点で終了)。

説明会日時

13日(月)～3月11日(金） （土日祝祭日を除く)の

9時～午後5時までの期間。

云一一

奇日
８１

謂９

一〆辿三

寸
Ｉ
ｂ

階憧
十円

』¥封逹ｲ1

α

了)。

呉一

口
一

_罰

市道
～

鶏-坐-7串

ｆ

ノ

…－

－－－蓮
－

舌鍔
(ム

し申込み書類の配布 二二」
ノ

。

高
萩
飲
食
店
組
合
員
有
志
が

新
潟
の
被
災
地
へ

高
萩
飲
食
店
組
合
員
の
鈴
木
雄
一
さ

ん
｛
東
本
町
）
ほ
か
一
二
名
の
有
志
が
、

十
一
月
九
日
〈
火
）
に
新
潟
県
中
越
地
震

の
被
災
地
で
あ
る
小
千
谷
市
の
日
吉
会

館
を
訪
問
し
、
五
○
○
食
分
の
炊
き
出

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
．
一

行
は
市
内
の
業
者
、
小
売
店
な
ど
か
ら

食
材
や
燃
料
な
ど
の
無
償
提
供
を
得
て
、

九
日
未
明
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
高
萩
を

出
発
．
現
地
で
は
、
メ
ン
チ
カ
ッ
や
さ

ん
ま
の
煮
付
け
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
ケ
ー

キ
な
ど
の
炊
き
出
し
に
あ
た
り
ま
し
た

｛
写
真
一
・

※
協
力
業
者
・
小
売
店
す
い
月
、
角

鈴
、
小
林
商
店
、
サ
ン
ュ
ー
ス
ト
ア
ー
、

太
平
産
業
〈
株
）
、
共
立
住
設
機
叩
更
有
）
、

お
ぎ
い
ま
商
店
〈
順
不
同
、
敬
称
略
一

9

物件番号

16売払第2号

所在地

有明町

q－1Q q
Lノ 八日ノU

地目

を程州1
UrB隆」

地積㎡(坪）

212．30

(約64.2）

価格（㎡当り単価

8,725,530円

(41,100円）



▼
日
時
平
成
打
年
１
月
四
日
〈
日
）
午
前
９

時
か
ら
市
民
体
育
館
で
開
会
式
。
▼
コ
ー
ス

市
内
一
円
。
▼
対
象
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
人
。
そ
れ
以
外
の

人
は
オ
ー
プ
ン
の
部
に
参
加
。
▼
参
加
料

一
般
、
親
子
、
オ
ー
プ
ン
の
部
は
２
，
０
０

０
円
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
１
，
０
０

０
円
。
▼
部
門
一
・
六
帥
、
五
師
、
’
○

帥
▼
申
込
枢
月
沁
日
一
日
）
ま
で
に
参
加

料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
。
▼
問
合
せ

高
萩
市
陸
上
競
技
協
会
磯
野
秀
敏
さ
ん
狂

羽
１
１
５
８
５
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
狂

四
１
７
０
３
６

高
萩
市
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

▼
日
時
平
成
何
年
２
月
５
日
〈
土
）
・
６
日

第
訓
回
新
舂
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
》
結
婚
卵
年
の
金
婚
の
お
祝
い

口
募

口

集
暮託而
惰報
Ｘ

一
宮
島
鳧

I

二

歩

』

4,

▼
対
象
昭
和
訓
年
３
月
訓
日
以
前
に
結
婚

し
、
今
日
ま
で
卵
年
間
と
も
に
健
在
で
前
回

ま
で
に
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
ご
夫
婦
。
▼

お
祝
い
の
内
容
褒
状
と
記
念
品
を
、
後
日

自
宅
に
お
届
け
し
ま
す
。
▼
申
込
平
成
何

年
１
月
訓
日
〈
月
）
ま
で
に
、
ご
夫
婦
の
氏
名

と
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
結
婚
記
念
日

を
高
齢
福
祉
課
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
高
齢
福
祉
課
狂
〃
ｌ

Ｏ
Ｏ
８
０

〈
日
）
の
一
泊
一
一
日
。
５
日
の
午
前
６
時
出
発
、

６
日
の
午
後
６
時
刈
頃
帰
言
予
定
。
▼
会
場

グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
〈
福
島
星
・

▼
内
容
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
入
門
。

▼
対
象
者
一
般
市
民
先
言
如
名
｛
小
学
４

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
参
加
料
１

３
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。
〈
小
学
生
以
下
は
１
２
，
０

０
０
円
）
▼
申
込
方
法
枢
月
艸
曰
く
火
）
か

ら
別
曰
く
金
）
ま
で
に
市
民
体
育
館
備
え
付
け

の
申
込
雪
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料

を
添
え
て
市
民
体
育
館
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
狂

羽
１
７
０
３
６
ま
た
は
市
民
体
育
館
狂
四
Ｉ

２
５
５
２

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
の
申
請
者

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
ま
す
。
該
当
者
は
申
請
害
を
農
業
委
員
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．
▼
提
出
期
限
平

ビア

①

来
年
４
月
１
日
か
ら
保
育
所
〈
園
）
に
入
る

お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
保
育
所
〈
園
）
は
、

保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
の
た

め
に
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
保
護
者
に
か
わ
っ

て
、
毎
日
一
定
の
時
間
保
育
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
集
団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
と
い
う

理
由
で
は
、
申
し
込
み
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
▼
受
付
期
間
平
成
何
年
１
月
Ⅲ
曰

く
火
）
か
ら
１
月
訓
曰
く
月
）
ま
で
。
▼
申
込

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
所
〈
園
）
に
申
込

用
紙
を
提
出
。
申
込
用
紙
は
社
会
福
祉
課
、

成
仰
年
１
月
７
日
（
金
）
。
▼
申
請
手
続
▽

生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
・
生
産
組
合

長
よ
り
申
請
害
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
載
し
て
生
産
組
合
長
に
提
出
し

ま
す
。
▽
生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
・

震
業
委
員
会
事
務
局
へ
直
接
、
あ
る
い
は
電

話
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
▼
対
象
者
▽
平

成
何
年
３
月
訓
日
現
在
で
満
加
歳
以
上
（
昭

和
帥
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
▽

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
。
①
川
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

す
る
人
。
②
①
と
同
居
の
親
族
、
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
帥
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め

た
場
合
。
③
仰
ア
ー
ル
以
上
耕
作
に
従
事
す

る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
ま
た
は
社
員

で
、
年
間
お
お
む
ね
帥
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
場
合
。

▼
問
合
せ
農
業
委
員
会
事
務
局
孟
四
１
７

３
１
９

保
育
所
一
園
）
に
入
る
お
子
さ
ん

ー

●各保育所(園)の募集人員と状況 平成16年11月 1日現在
各
保
育
所
〈
園
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
▼
問

合
せ
社
会
福
祉
課
狂
四
１
７
０
３
０

蕊名嬢称､住所
零一 一基 一ゞ＝ 皇-琴

高萩保育所本町3－118

同仁東保育園高浜町2－35

聖徳保育園安良川271

松ケ丘保育園下手綱825-3

あおぞら保育園安良川1251-1

入所人員

(11/1現在）

36 ｜
募集人員

34

開所時間(平日)爵開所時間(土曜日）
参￥

7 ： 45～18 ： 00 7 ：45～12 ；30

設置者
二』

高 萩 市

(福)同仁会

(福)聖徳福祉会

(福)愛孝会

(福)博洋会

震、一

帥

電話番号

９
１
２
２
４
１
２
６

２
３
２
２ 7 ： 00～18 ： 007 ： 00～205 00伽

一
帥

125

70

17

1 11 1 ０
９
９

２
１
１

－
一
一

０
０
０

０
０
０

帥
一
卯
一
㈹

９

８

８

１
１
１

一

一
－

０
Ｏ
０

ｐ

ｐ

ｐ

７
７
７

７
’
７

７

㈹

ｍ

㈹

23-5266

17

1 1

90 109

60 74
７
１
８
６
６
６
４
５

罪

器

２
２

＊最終的な募集人員等は多少変更が生じる場合もあります。希望する保育所（園）が定員を超えた

場合は、下記に該当するお子さん以外での抽選により選考します。

母子家庭・父子家庭・障害者（児） ‘

(障害者手帳や療育手帳を受けている）

現在、当該保育所（園）に入っている。

兄弟姉妹が、現在当該保育所に入っている

)いる

世誌

Q
qJ

１
１
ワ
ム
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▼
日
時
平
成
何
年
２
月
３
日
（
木
）
。
［
｜

般
］
午
前
９
時
卯
分
か
ら
午
後
枢
時
訓
分
。

［
給
油
］
午
後
１
時
か
ら
４
時
。
▼
会
場
日

立
市
民
会
館
。
▼
受
講
料
４
，
７
０
０
円
。

▼
申
込
平
成
何
年
１
月
似
曰
く
金
）
午
前
相

時
か
ら
午
後
３
時
訓
分
ま
で
、
茨
城
県
中
小

企
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
。
郵
送
の

場
合
は
、
１
月
旧
日
一
木
）
ま
で
必
言
。
〈
〒

３
１
０
１
０
８
５
２
水
戸
市
笠
原
町
９
７

８
１
２
５
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル
４
階

㈲
茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
〉
・
▼

問
合
せ
高
萩
市
・
日
立
市
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
危
険
物
係
狂
奴
１
２
９
１
９

▼
日
時
平
成
何
年
１
月
９
日
〈
日
）
午
前
Ⅱ

時
鋤
分
か
ら
。
▼
場
所
文
化
会
館
。
▼
対

象
昭
和
的
年
４
月
２
日
か
ら
帥
年
４
月
１

日
ま
で
の
誕
生
日
の
み
な
さ
ん
。
▼
問
合
せ

生
涯
学
習
課
狂
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
相
年
工
業
統
計
調
査
を
枢
月
別
日
現

在
で
行
い
ま
す
。
調
査
の
実
施
に
当
た
り
、

本
年
枢
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、
県
知

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

第
馴
回
成
人
式

お
知
崖

卿

せ

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
総
務
課
狂
羽
１
２

１
１
９

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
を
受
付
け
ま
す

市
役
所
受
付
（
士
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
”
》

▼
対
象
年
度
平
成
打
・
旧
年
度
①
壷
‐

建
設
工
事
、
②
測
臺
・
建
設
コ
ン
サ
ル
卯ｋ

タ
ン
ト
、
⑧
物
品
の
製
造
販
売
等
▼
薑
乖

類
等
の
配
布
期
間
市
独
自
様
式
（
業
沖

者
登
録
電
算
入
力
票
）
を
平
成
何
年
１
脂ａ

月
４
日
か
ら
総
務
部
財
政
課
で
配
付
し
跡

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
町Ｃ

□
ｌ
ド
可
▼
受
付
期
間
２
月
１
日
か
ｗＷ

ら
２
月
杷
日
ま
で
に
財
政
課
提
出
。
＊
Ｗｐ

持
参
の
み
受
付
▼
問
合
せ
財
政
課
狂
碓

羽
１
２
１
１
３
雪
毒

市
報
Ⅲ
月
号
で
会
場
を
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
文

化
会
館
へ
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

ま
た
、
こ
の
記
事
中
、
日
時
が
平
成
相
年

と
あ
る
の
は
平
成
仰
年
の
誤
り
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

賀
詞
交
換
会
の
会
場
を
変
更

ー

高萩市制施行50周年記念

NHK茨城県域デジタルテレビ放送開始記念
コンピュータによる戸籍事務

処理スタート 12月6日（月）

事務処理が迅速化・効率化され、証明発

行までにかかる日数・時間が短縮されます。

[里 -NH,Kラジオ公開番組一

濁鳶懸麓ぽり
目19日(土)蕊鷆
ﾐ館 ＊入場無料

直打ち競
,とき平成,ﾃ年2月19
■ところ高萩市文化会館

①「戸籍」の様式・名称が変わります

・証明書はA4判縦長の用紙で横書きになります。

・戸籍謄本は「全部事項証明書」に、戸籍抄本は「個人

事項証明書」に名称がそれぞれ変わります。

・証明書の用紙は偽造防止用紙（水色）になります。

②「戸籍」の記載内容など

・これまで使用していた和紙の戸籍原本は、 「改正原戸

籍」の名称で1OO年間保存します。 （法務省令）

．新しい戸籍には6月30日以前に除籍された人は記載さ

れません（筆頭者除く）。また、離婚や養子縁組など

の事項が記載されない場合があります。 こうした記載

されない事項について証明が必要な場合は、前項の

「改正原戸籍」を請求してください。

・本籍地番に枝番がある場合は、 「100番地のl」が「100

番1」になります。住民票も同様です。

③「戸籍の附票」の用紙と記載内容
戸籍に記載されている人が、現在どこに住民登録して

いるかを記録するのが「戸籍の附票」です。最新の住宅

地（住民登録地）を記載し、住所の異動を記録します。

・戸籍の附票もA4判縦長の用紙で横書きになります。

・住所の履歴証明が必要な場合は、 「改正原附票」を請
求してください。

毎週土曜日の午後9時5分～9時■内容ラジオ第1で毎進

55分に放送している番組

の収録(2本分)｡

■出演東京ボーイズ、

松鶴家干とせ､柳家言

太郎、昭和のいるこい

る、柳家小菊､桂文楽

■入場申込み住復はが

きを利用して右図のよ

うに該当事項を記入し

ー

｜ 往復はがきの書き方 ’

▼往信面

：熱， ｡‘｡｡”
固囮 Eヨ

か
高萩市高萩6 な
高萩市文化会館内 い

で

<
「真打ち競寅」係 だ

さ
い

’

= 凸葡

て申し込み。 ＊1枚で▼返信面

隠面車’
｜
申込者《七表者)の

・垂Ⅲ更番号

。住 所

・氏 名

ゞ2人分の

応募者多

選。

■締切り

21日（金）

※乳幼児の

盧＜ださ

◆間合先

蕊欝由雲
平成17年1月申必
必言。

入場は､ご遠

い･ ，

込 )の

[

者(代表者

郵便番号

住 所

氏 名

躍茎」
高萩市制施行50周年記念事業実行委員会

事務局（市役所秘書課内）盆23-7320
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認■蜜■鐸篇
A L

鋼
…､

論のジｬﾝボｸﾘｽﾏｽﾂﾘｰ
蝿聯＊

樹齢約100年、高さ30メートルの唐

檜がジャンボクリスマスツリーに変身

します。点灯式では豚汁などがふるま

われます。みなさんお越しください。

○日時 12月23日(木)午後5時から。

○会場上君田の十文字

○点灯期間 12月23日（木）～平成17

年1月15日(土）

●問合せ唐檜会佐川克弘さん

容28-0347

忍畿Iの｢ささら舞い」
－年の無病息災、五穀豊穣を願って

奉納されます。

○日時平成17年1月1日（土)午前

0時～

○場所丹生神社の境内(下手綱）

●問合せ丹生ささら保存会事務局

矢野正三さん吾23-7318(監査委

員事務局内）

’､熱

職成民健康づくりフォーラム
○日時平成17年1月15日(土)午後2

時～4時

○会場総合福祉センター多目的ホー

ル（入場無料）

○内容東北大学加齢医学研究所教

授山家(やまく)智之先生による

講演「あなたの血管は何歳ですか？－

心臓・血管の病気一」

●問合せ高萩協同病院容23-1122

X""sJAZZ&POPS

鑿ﾗｲブパｰﾃｨｰin鵜の岬
○日時 12月18日(土)午後6時30分～

9時30分

○場所イタリアンレストラン「ストー

ンビーチ」 （日立市十王町鵜の岬）

○出演ポエミックス。ゲスト ：星野

由美子＆スターフィールズジャズ

○入場料大人4, 000円、小学生以下

1 , 500円※食事代含む。先着順完全

予約制

●問合せポエミックス：長久保徹さ

ん恋24-4858

犬艤いばらき就職面接会PARTH
撫溌’ 一新規学卒者就職面接会一
○日時平成17年1月31日（月）午後

1時～4時(受付は正午～午後3時）

○場所ホテルレイクビュー水戸(水

戸市宮町1-6-159）

●問合せ茨城県商工労働部労働政策

課谷029-301-3645

雲

2005ミス･グリーンふるさと募集
聯#

○募集人員3名

○契約期間平成17年4月1日～平成

18年3月31日までの1年間

○勤務内容グリーンふるさと圏の市

町村等が企画する各種イベント等に

参加し、 PR活動を行います。

○手当日当・旅費(各種行事参加時）

○報奨金 15万円※年間20日以上勤

務した場合支給

○募集期間募集中～平成17年1月14

日(金)まで

○応募資格①年齢18歳以上の女性で

茨城県内に在住している人(高校生

の応募は除く） ②普通自動車運転

免許を取得していて、 自ら運転して

県内各地への移動が可能な人③グ

リーンふるさと振興機構及びその圏

内の市町村等が企画する各種イベン

トに年間20日以上勤務できる人

○応募方法①履歴書1部(未成年者

の場合は保護者の承諾書添付） ②

写真2枚(サービス版程度の大きさ

で、顔全身写真各一枚)。①と②

を下記まで持参か郵送してください。

○応募先・問合せ〒313-0014常

陸太田市木崎二町937-10財グリー

ンふるさと振興機構ミス。グリー

ンふるさと係恋0294-72-2266

一

徽模ポｲﾗｰ取扱資格取得講習
蝋二：

○日時平成17年1月25日（火）～26

日(水)午前9時から午後5時(2日間)。

○会場茨城県JA会館(水戸市)。

○費用9,700円(受講料･テキスト代)。

○受付日 1月1 1日(火)～12日(水)ま

でに持参または現金書留で申し込み。

○問合せ・申込先〒310-0021水戸

市南町2-5-24 （社)日本ボイラ協

会茨城支部召029-225-6185

辞蕊

&ﾐｴﾔズ夜間検査をご利用ください
篝孝

水戸及び土浦保健所で夜間エイズ検

査を実施しています。

○日時 11月と12月の毎週月曜日午後

4時～6時

○会場水戸保健所(水戸市笠原町

993-2)、土浦保健所(土浦市下高津

2-7-46）

○検査料無料

○その他匿名で実施しています。検

査を受ける場合は，感染の機会があっ

た後3か月以上経過してから受けて

下さい。

●問合せ茨城県保健予防課

e029-301-3219

二 ‘靜子

倣送大学の学生募集
塞穿ご

放送大学はテレビ・ラジオで授業を

行う通信制大学です。平成17年度第1

学期生（4月入学)を募集します。願

書受付期間は12月15日（水）～平成17

年2月28日(月)までです。

《教養学部》

○無試験で入学できます。 15歳以上な

らば誰でも選科・科目履修生として

入学可能。 18歳以上で大学入学資格

を持っている人は、全科履修生とし

て入学でき、卒業すると学士を取得。

《大学院》

○18歳以上ならば誰でも修士選科生・

修士科目生として入学でき、約60科

目の中から好きな科目を1科目から

学べます。

●問合せ・要項請求先放送大学茨城

学習センター〒310-0056水戸

市文京2-1-1 （茨城大学キャンパス

内）在029-228-0683

､ー

量ｽ津祝い&の贈呈
牡)茨城県母子寡婦福祉連合会が入学

祝品(学用品)を贈呈します。

○対象者平成17年4月に小学校に入

学するひとり親家庭(母子・父子家

庭)のお子さん

○申込平成17年1月31日（月）まで

にお子さんの氏名、性別、保護者名

を高萩市社会福祉課(523-7030)ま

で申し込んでください。

●問合せ茨城県母子寡婦福祉連合会

召029-221-7505

蕊綴篝憲鋤溌 奄伽
室

ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

･天童光枝さん(故徹さん)(有明町）

100, 000円

･高萩山草会会長滑川正敏さん

22, 193円

･身体障害者療護施設「愛正園」

22,650円

･東京電力㈱水戸支社 防犯灯26基
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■兼第18回市民ゲートボール大会

□とき 1 1月4日（木）

□ところ高浜運動広場口参加チームI 7チーム

ミポーツの結果(敬称略）

第24回市民総合体育大会

■兼第25回市民テニス大会（シングルス）

□とき 10月24日旧） □ところ高浜運動広場テニスコート ロ参加者74名(男54名、女20名）

恵

男子A ｜ 男子B 女
林小

女

笠

一

橋

子B子 Ａ
ｌ
理 未

麻里

央
子

優
準
棗

磯

木

大

直樹

部石 健一

谷 武

折

今

謄

勝

位

洋
介
之

田
尾
村

局
大
植

謙
智

優
八

､｡

明美

めぐみ

佐川

西内 笹島 寛美

■第28回珂北高等学校バレーボール大会

□とき 1 1月2日(火) ．3日|水） □ところ市民体育館ほか 口参加チーム男子10､女子16チ ム

子の部

等学校（写真左）

女子の部

勝田工業

男
一
高 写真右）優L ， 直勝 一

目
向
半
未
一
一
一

叱
立 詞

等
等
等

１
Ｗ
刑
Ｉ明秀学園

日 立

太 出

に’ 立

等学
芒T
I可

古一
「両］

高

日
一
商
一
第
第

優
壽
鄙

鍔

》

』

毎

”

准
十
一
帯
弟

多
一
那

皆
ご〆、

珂湊

校

校

一

校

瞳
位

校
校
立

等

一高

高等

１信
排
弟

字

学

．

学

子一

等学

学校日
ー

科学技術学 園

■平成16年度スポーツ少年団秋季親善野球大会

□とき 10月16日(土) ･ 1 1月3日（水）

□ところ市営野球場口参加チーム6チーム

■平成16年度秋季ソフトボール大会

□とき 10月24日旧）

□ところ高浜運動広場口参加チーム 1 1チーム

’ ｜ ー
I

｜
ド

伽月廟零手協呉県北大身で復勝ノ
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●腫原艮随匡阿厭匡

1 1月7日旧）にサンスポーツランド高萩で開かれたこの

教室には17名が参加し、グラウンドゴルフを体験しました。

初心者でも気軽にできる競技のため、楽しみながら競技す

る姿が見られました。

10月3旧旧)に那珂総合公園アリーナにおいて開催され

た同大会で、小学5 ． 6年男子組手の部において助友千春

さん(写真右：安良川)が優勝。弟の助友千尋さん(同左)も

小学3 ．4年男子型の部、組手の部でともに働券を果たし、

小学低学年団体の訓副券にも貢献しました。

113

議…# …

スポーツ ｜舗夷噌議誌
優 勝臘
準優勝

第 3 位

敢闘賞

秋 山 益 壮 会

高 萩 長 寿 会

上君田寿ク ラブ

松 友 会

優 勝

準優勝

言 證Aプロ､､ﾉケ

十王フレンドリー

高浜モットローズ

農

戸 ｼBブロック甕工4L

秋山クラブ

石滝サンマリン

ぽ '~､一三 司奉〆 〆 優 勝

準優勝

第 3 位

秋山仲野球

松 原 野 球

島名中央野球



無料の相談
f11u

旧
恥

(市内に住所を有する人が対象です）

<一行面涯＝ ＞
日時: 12月9日(木) ・24日(金) ､午後

1時～3時／市民相談室／相談員：

鈴木清相談員

●秘書課窓23-7320

<~家庭児童租談 序澗帝､－ヌ
日時：毎週火曜日の午後1時～3

時／場所旨総合福祉センター内の

相談室／児童相談所の児童福祉司・

家庭相談員

●社会福祉課盆23-7030

’、

篝
識
識
綱

簔厚

｜
絃
琴
は
桐
の
板
の
上
に
一
本
の
絃
を

張
っ
た
楽
器
で
、
こ
の
日
演
奏
し
た
高
橋

通
さ
ん
は
友
好
都
市
の
埼
玉
県
飯
能
市
在

住
で
す
．
奥
様
の
澄
子
さ
ん
が
合
わ
せ
て

箏
琴
一
を
演
奏
さ
れ
た
穂
積
家
の
夕
べ
に
、

多
く
の
聴
衆
が
参
加
し
ま
し
た
．

月日８月

《
云奏演の箏と琴「絃

更
補装具の巡回相談

日時: 12月17日(金)午前9時～11時

30分/場所:高萩市総合福祉センター

●社会福祉課B23-7030 1:息 ：
糊 ‐狸． ､

〈交通事故相談 ／
日時12月21日(火) ､午前10時～午

後3時／場所市役所市民相談室

●生活環境課窓23-7031

〈心配ごと相談（予約制） －〉
日時：毎週木曜日の午後1時～3

時／場所:総合福祉センター

＊12月16日(木)が弁護士による法

律相談日(電話予約制です）

当日の午前8時30分から受付開始

●社会福祉協議会念23-8341

舟

憾

珊

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
コ
マ
図
（
コ
ー

ス
図
）
に
従
っ
て
、
各
ポ
イ
ン
ト
で
問
題

を
解
決
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
歩
き
、
時

間
得
点
と
課
題
得
点
の
合
計
点
で
競
う
野

外
ゲ
ー
ム
で
す
．
高
萩
市
胄
年
会
議
所
が

主
催
し
た
も
の
で
一
九
組
の
団
体
が
参

加
し
て
市
街
地
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
．

ハッスル･ウオークラリーinたかはぎ
10月23日(土）

毛型

精神クリニック（予約制）

日時日H¥12月8日(水) ･15日(水)･22

日（水＊痴呆) ・ 1月5日（水） ・午

後1時～3時／場所:日立保健所

●日立保健所BO294-22-4196
』' 串ﾆ ｰ , ,鳳 . 一 二垂 一 -ニ ーーニ竿…H室』

、

／

零

1■■
年

日時日時 : 1月7日（金） ・午前10時～正

午／場所：総合福祉センター内の

相談室/相談員:精神科医と保健師

●健康づくり課B24-2121
同
ク
ラ
ブ
の
国
際
口
ｌ
タ
リ
ー
’
○
○
周

年
を
兼
ね
た
事
業
で
す
。
市
内
の
家
族
や
団

体
な
ど
一
五
○
人
が
参
加
し
、
新
花
貫
橋
の

上
流
堤
防
に
苗
木
二
二
○
本
を
植
え
ま
し
た
．

植
栽
者
が
開
花
を
楽
し
み
に
管
理
し
ま
す
．

国際ロータリー100周年花貫河川敷
アジサイ植樹 ］1月21日旧）

蕊
l■■■■

念
ゾ ー ､ 一－ ‐

、人権相談

日時：毎週木曜日（日時：毎週木曜日の午前10時～午

後3時／場所：水戸地方法務局日

立支局／相談員肯人権擁護委員

●水戸地方法務局日立支局窓0294-21-2253

ロ ゴ

表

そ消費生活相談
、

消費生活に関する苦情や相談

＊随時電話で受け付け

●消費生活センター召029-225-6445

’
し

謝橇

鍋轤 鍵豊11日(土)･12日旧)･ 19日旧)｡31日（金）
薊脈篇 1日(土)~3日(月)･9日旧)･10日(月)･
、 16日旧)･23日旧)･30日旧） 鯛

圃．花貫ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ…”■人回と世帯：

② ￥成順隼''月旧現一
議議剛lTll2)② 繕17,063人(＋10）

蕊③ イ2,072世制6）
※（ ）は前月比

陶
器
市
で
「
手
あ
ぶ
り
」
と
い

う
美
し
い
小
型
の
火
鉢
に
惹
か
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
指
先
を
暖

め
た
い
と
い
う
よ
り
、
鉄
瓶
で
燗

を
し
、
焼
き
た
て
の
食
材
を
ほ
お

ば
る
自
分
を
連
想
し
た
も
の
で
す
。

炭
火
は
危
な
い
と
反
対
さ
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
趣
が
あ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
冬
で
す
。
ど
う
に
か
し

て
、
こ
の
寒
さ
を
楽
し
め
る
よ
う

に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
雨
姻
幽

今
年
も
早
い
も
の
で
、
も
う
一

二
月
。
一
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、
歳

の
？
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
師
走
と

は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
忘
年
会

に
ク
リ
ス
マ
ス
、
大
掃
除
に
新
年

の
準
備
…
と
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢

山
の
う
え
に
、
毎
日
が
何
と
な
く

気
忙
し
い
で
す
。
年
の
最
後
く
ら

い
は
、
で
き
れ
ば
ゆ
と
り
を
持
っ

て
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
雨
叩
■

14

制

施

行

五

○

周

記

事

業
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哩
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鐸
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詮
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班
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識
蕊
》
穀

1 1
川 1

11
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舳
冊
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冊
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恥
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Ⅱ
ｌ
ｊ
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ｊ子咋刊駿河設呂“ｌ守

山

千

町

１

』

奎

~感11； r
{ ､it典W熱

ダ
ム
下
の
花
貫
さ
く
ら
公
園
で
開
か
れ

”
た
催
し
に
は
、
約
一
、
’
○
○
人
が
来
場
．

鱗
地
元
産
の
材
料
に
よ
る
芋
煮
が
一
杯
一
○

○
円
で
ふ
る
ま
わ
れ
た
ほ
か
、
観
光
協
会

“
売
店
が
出
店
。
園
内
で
は
色
鮮
や
か
な
も

み
じ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

小
山
ダ
ム
湛
水
式

第4回もみじ狩りと芋煮会
11月23日(火）

睡｢弓t
声レキヨL

讐粍､＊上

旧
月
訓
日
出

市
国
際
交
流
協
会
が
中
央
公
民
館
調
理

室
で
開
い
た
講
座
に
は
、
｜
｜
｜
｜
人
が
参
加

し
ま
し
た
．
ネ
パ
ー
ル
出
身
の
マ
ン
ジ
ュ
・

マ
ハ
ラ
ジ
ャ
ン
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
数

種
類
の
香
辛
料
を
使
っ
た
烏
の
カ
レ
ー
や

ミ
ル
ク
テ
ィ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
．

旧日２月

座講メレＪグの界世回４１第
完
成
し
た
え
ん
堤
内
に
水
を
貯
め
ダ

ム
本
体
へ
の
影
響
確
認
、
管
理
用
機
器
テ

ス
ト
や
貯
水
池
周
辺
の
安
全
確
認
な
ど
を

行
っ
て
か
ら
、
ダ
ム
の
運
用
が
始
ま
り
ま

す
．
今
回
、
水
門
を
閉
め
る
湛
水
一
た
ん

す
い
一
式
が
関
係
者
出
席
の
も
と
に
行
わ

れ
ま
し
た
．
今
後
、
次
第
に
水
位
が
上
が

り
ま
す
．
翌
日
の
ダ
ム
ま
つ
り
で
は
ゞ
地

元
産
品
の
直
売
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
．
え
ん
提
上
は
車
も

通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
一
写
真
工
。

ー
. . ，部

？u寸

I

小
山
ダ
ム
ま
つ
り
（
え
ん
堤
）

）

火日３２月

祭蓉木
立
日民市

市
内
保
育
所
・
幼
稚
園
児
・
小
中
学
生
か

ら
社
会
人
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
団
体
ま
で
多

数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
．
会
場
と
な
っ
た

文
化
会
館
で
は
、
こ
の
日
た
め
に
練
習
し
て

き
た
思
い
を
込
め
、
演
奏
や
合
唱
の
発
表
が

次
々
と
進
み
ま
し
た
．

現
報

ﾐ菖埠㎡

『響荊矧ILf

』 111 Ⅲ
月
訓
日
旧

｜
｜
月
六
日
一
土
一
・
七
日
一
旦
、

市
民
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
一
会

長
橋
本
義
隆
さ
ん
一
が
立
ち
上
げ
た

行
事
で
、
「
う
み
・
未
来
・
夢
＆
自

然
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
、
参
加
し
た
九
組
が
堤
防
上

の
区
画
に
思
い
患
い
に
絵
を
描
き
ま

し
た
。
ペ
ン
キ
は
恒
和
化
学
工
業

｛
株
一
が
提
供
し
て
い
ま
す
。

まちの情報をお寄せください
し市役所秘書課
E23-7320 FAX24-4653

電子メールアドレス hisho@city.takahagi.ibaraki.jp

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス

君23－1 151， 23 1 152

火災・災害情報案内

蕊灘灘議蕊 E24-0019
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犬
か
は
ぎ
の

［坑内のトロッコ(写真右)と選炭場(写真下)］

本坑道に集められたトロッコは､‐陸上

にある大きな巻揚機で選炭場へ運ばれま

す。選炭場では、石炭以外の岩石などを

選別する仕事が行われ「手選炭」と言わ

れていました。

I

高萩市制施行

昭和31年8月撮影（向洋炭鉱）I

「自然薯の収穫」 （上君田地区）

「山菜の王者」と言われる自然薯

は、茎葉が完全に枯れるのを待って、

1 1月下旬頃から収穫し出荷されます。

写真は今年度の高萩市産業祭共進会

において最優秀賞に選ばれた鈴木盛

次さん|上君田)の自然薯です。

鏡鰯 匙､

高萩市食生活改善推進連絡会

（高萩地区）

画庫

さつまいもの茶巾絞り （作り方）

①さつまいもは皮をあいて、

薄く輪切りにし水|こさらす。

②鍋|こさつまいも、砂糖、牛

乳、バタ を入れて弱火に

かけ、汁けがなくなるまで

煮る。

③熱いうち|こていねいにつぶ

して8等分する。これをラッ

プ|ことり甘納豆をのせ、ラッ

プを絞り形作る。

さつ款芋のビタミンCは壊

れ|こくく、焼き芋で約7割が

残ります。電子レンジで加熱

するとさら'こビタミンは守ら

れますが、直火や蒸し器でじっ

くり加熱した万が甘味が引き

出されます。生のさつまいも

を切ったときに出てくる白い

液体はガングリオシドといっ

て、強い免疫力強化作用があ

り、ガンの発育を抑制し代謝

をよくします。

i
¥

1

（ー

高萩地区のみなさん

(材料:6人分)エネルギー110Kcal
鱈日曜緊急医療当番医です

鰔
5日'やすらぎの丘温泉病院|下手綱| ｜ (24) 12121

諸原産婦人科医院(高戸I (23)31 13

12日福島クリニック|十王町） （32)6800
19日内田医院(大和町) | (2212137
26日石医院{東本町） ｜ {23｝ 1711

前9時～午後4時〔時間〕午『

2日滝川医院

兎単謡
鶇|鴦開’

義
食材

さつまいも

牛 乳

砂 稚

（ タ ー

'十 納 豆

分量

300g

l50cc

509

309

大さじ2

鴬:蕊
(23) 3100

(22) 1000

132) 3266

(20)5511

(22) 2106

(24)0770

諏麓蕊襲
品(春日町）

ニック(下手綱l

;(十王町）

リニック(高戸）

|ニック{秋山）

識

ﾛ

藍

'ゆ病院|上手綱I30日|高萩それ↓
『

、 卍 守… － ユ

蝿懲騏:W)o固定資産税都市計画税(第3期） ○国民健康保険税(第7期）
■■I ' 魁

ﾖの鮒り
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■編集／高萩市役所秘書課公0293(23)7320

〒318-8511茨城県高萩市本町1-100-1
に謹暑

■発行／平成16年12月6日■印刷／成文堂印刷 ㈱榊雲雷,‘""…鳳…‘
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この印刷物は、古紙配合率100％
の再生紙と環境|こやさしい「大豆

油」インキを使用しています｡
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○ホームページ
○携帯対応版

http://wwwcity.takahagi.ibaraki.jp
http://www.cityiakahagijbaraki .jp/i/
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